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農業の昔と今

稲作りは､弥生時代から始まり､今でも日本の農業の中で大切なものです｡大野城市も戦前は一部

を除きほとんどが農家でした｡終戦後の30年代から50年代にかけて､高度経済成長によって人々の

生活のようすも大きく変りました｡

l′さけん

大野城市も別表のように農家が激減し農業のようすも大きく変化しました｡私達に現在があるのも

弥生の昔から各時代の中で苦労とたたかい､長い間にくふうされて作られた生産用貝や､技術･伝統
そういくふう

等種々の働きのおかげです｡先人の創意工夫を知ることは､私達の今からの生活に役立つものと思い
かんしゃ

ます｡先人に感謝をするとともに今からの私達の生活の向上を目ざすことも意義があると思います｡

農業の行事

昔､農業は日本の産業の中心になっていました｡農作物の豊
しかつ

作か凶作かは､農家の人々にとっては死活にかかわることでし

た｡特に稲作は､自然気象と深いつながりがありました｡雨･
あま

風･気温にあわせて農事を進めていました｡水が不足すれば雨
むしよきとう

乞いをし､虫が多ければ虫除けのための｢虫封じ｣の祈祷をし､

田植えの前は豊作を祈り｢タホメ｣をしたり､田植えが終ると申

し合わせて休みをとり｢サナポリ｣をしました｡ ｢サ｣はもとも

と田の神であり､サノポリとは田植えの後の神上りのことです｡
j.しめふしめ

人々はこのように節目節目で豊作を祈る行事をしていました｡

農家数の推移(戸) 

専業 ����ﾉ8ｼiE�b�第二挿 兼業農家 僞�hﾇb�全戸数 

昭和25年 �#32�232 ��唐�663 ��ﾃ�#��

昭和35年 ��sr�199 �#釘�670 �2ﾃ塔"�

昭和40年 ��#��225 �#S"�597 澱ﾃ3C��

昭和45年 �#R�201 �3C��566 唐ﾃ#sR�

昭和50年 湯�75 �3モ�472 ��Rﾃ�3b�

昭和55年 ����42 �3S��411 ��づc3R�

昭和60年 �"�19 �3Sb�377 �#"ﾃ�C��

(参考)昭和25年以前大野村時代はごく一部を除いてすべて農家であるo 



たう

田植え　6月

じ●んじ▲

田植えは田に水を入れる順序にしたがって
AIjくち

行なわれました｡田植えの前の水口祭りは一般

に行なわれませんが｢ワラ束｣に青い木の葉を

さして､それを田の水口に立てると｢青ビロ｣
さ

を除けるといっていました｡作業は手間替えで

したり､あるいは人を雇ってしました｡田植え

が終ると残した苗をきれいに洗って､一束か三
こうしんさま

束をそれぞれ自分の村の辻に建ててある庚申様

に供えました｡豊作を祈るためです｡

円木メ　7月

7月7日に､自分の耕作している田へ行き
いの

｢タホメ｣という行事をしました｡豊作を祈る行

事です｡このとき田へまくものは酒かオシオイ

(神に祈った砂)でした｡この時｢ヨカオタネ｣
とな

または｢ヨウデキタ｣と唱えごとをしました｡

山ホメ海ホメをするところもあると聞いていま

す｡自然を大切にホメてあげる心が大切ではな

いでしょうか｡

し●うかくさい

収穫祭10月

き●うてい

収穫の祭りは古代から宮廷でも行なわれてい
にいなめさい

た､新嘗祭はその年の新穀を神にささげ､これ
とおかんや

を天皇も共食する祭りです｡くんち､十日夜､
かかしい

案山子上げ､亥の子､丑の日などいずれも田の

神の祭りで神棚や床の間などに稲束とか大根､
えぴすだいこく

餅などをそなえました｡田の神は恵比須､大黒､
としがみ

歳神などと後に考えられるようになりました｡

どの神も稲の豊作をもたらし農民の生活を豊か

にする働きを持っと信じられています｡大野村

では10月15日前後を｢オクンチ｣として祝う

ところもあり甘酒やオ-ギ餅などを作りまし

た｡又米の粉のだんごを作り小豆を煮てゼンザ

イにしました｡むかしは砂糖を入れず塩味でし

た｡

旧大野村の主要農事暦

月 ��8��カラシ(油菜)の移植麦の中耕施肥 
みー 

下旬 ���X,�:�+b�

月 �� 

月 ��9(h��野菜燥播種 下旬 �(��968,ﾈﾖｸｴ��

四 月 ��9(h��瓜頬播種 

下旬 �5�6ﾈ685��驢�ﾙ�ｩ-r��

五 月 ��8��岑��八十八夜前後に宙代田を作って播種する 
春蚕掃立 
春蚕上策 

六 ��8��(h��岑��麦､カラシ刈入れ由撃(耕起)施肥大豆柏 
など､田植 

前に古､l 

月 剴c植後庚申塔に苗を供えて豊作を祈願する ｢サナポリ｣という休日をとる 
下旬夏蚕掃立 

七 月 ��8��(h��岑��田植後20日頃｢ガンヅメ｣打､以後草取り は9月上旬まで数回 
夏姦上族秋蚕掃立田の虫除けなど9月上 
旬まで数回 
草取り虫除け 

八 月 ��8��草取り虫除け 
中旬 ���X,�:�+b�
下旬 做亥ﾈ�9���

九 ��8��野菜､豆類播種 

月 �ｨ��#SSL 

十 月 �(h岑��稲刈り田干し脱穀日干し籾すり 

十 ��8��前句に同じ 

月 �(h��岑��秋の田撃 麦類の播種カラシ(油菜)の播種 

± ��8��薪取り ･｣一.▲-_.. 
- ��lこ口 

月 �ｨ��正月迎えの準備 

各月各旬に空欄があるが､その期間に主要作物にかか
わる作業の特筆するものがないから書き上げないだけ
で､農家がまったく遊んでいたわけではない｡田や畑に
直接関係はなくても｢ワラ｣工品などの作業はあったし
薪取りもした｡


